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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結

累計期間
第51期

会計期間

自平成26年
３月１日

至平成26年
８月31日

自平成27年
３月１日

至平成27年
８月31日

自平成26年
３月１日

至平成27年
２月28日

売上高 （千円） 7,371,922 7,697,419 17,424,279

経常利益 （千円） 141,081 252,229 1,249,542

四半期（当期）純利益 （千円） 36,104 123,639 695,966

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △68,755 120,055 1,020,148

純資産額 （千円） 10,102,731 10,850,405 11,180,239

総資産額 （千円） 15,342,680 17,362,580 17,277,448

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 4.19 14.34 80.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.92 62.49 63.60

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △645,985 472,104 822,746

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △108,761 △278,051 △240,261

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △253,826 △299,778 △284,565

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,079,854 4,448,478 4,548,178

 

回次
第51期

第２四半期連結
会計期間

第52期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
６月１日

至平成26年
８月31日

自平成27年
６月１日

至平成27年
８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 7.66 17.72

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

       ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後の１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。
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２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安定着を主因とする企業収益の拡大を背景に、景気の緩や

かな回復基調が続いているものの、中国経済を始めとする海外景気の下振れなど、わが国の景気を下押しするリス

クが懸念され、先行き不透明な状況で推移致しました。

　当社グループの主要ユーザーであります医薬業界は、薬価改定やジェネリック医薬品使用促進などの医療費抑制

策の強化や、研究開発費の高騰と開発リスクの増大などにより、先進国を中心に成長が鈍化しており、新興国への

市場移行やジェネリック医薬品の市場拡大が進んでおります。

　こうした情勢のもと、当社グループは、独創的な新製品の開発や、顧客ニーズを捉えた営業活動を展開するとと

もに、積極的に新分野への展開を図ってまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高76億97百万円(前年同期比4.4％増)、営業利益１億98百万

円(同96.8％増)、経常利益２億52百万円(同78.8％増)、四半期純利益１億23百万円(同242.4％増)となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

・機械部門

　造粒・コーティング装置を主力とする機械部門においては、ジェネリック医薬品業界の旺盛な設備投資意欲により

受注は好調に推移し、売上高、営業利益共に増加となりました。

　この結果、売上高は49億92百万円(同23.5％増)、営業利益は１億52百万円(同21.6％増)となりました。

・化成品部門

　化成品部門においては、医薬品添加剤、食品品質保持剤は堅調に推移しましたが、当社技術を活用した栄養補助食

品は、主要顧客の生産調整の影響を受け、売上高は減少となりました。一方で、付加価値の高い自社製品の拡販と原

価低減を推し進めた結果、営業利益は増加となりました。

　この結果、売上高は、27億４百万円(同18.7％減)、営業利益は２億19百万円(同13.6％増)となりました。

（2）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末に比べ85百万円増加し、173億62百万円となりま

した。増減の主な要因は、受取手形及び売掛金が８億82百万円、現金及び預金が２億29百万円減少したものの、仕掛

品が10億34百万円、商品及び製品が１億20百万円増加したことによるものであります。

　また、当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ4億14百万円増加し、65億12百万円と

なりました。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億29百万円減少し、108億50百万円とな

りました。

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前連結会計年度末に比べ99

百万円減少し44億48百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

　①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果、増加した資金は４億72百万円(前年同期は６億45百万円の減少)となりました。これはたな卸資

産の増加10億45百万円等の減少要因があったものの、売上債権の減少７億43百万円、前受金の増加７億16百万円と

いった増加要因があった為であります。

　②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果、減少した資金は２億78百万円(前年同期は１億８百万円の減少)となりました。これは定期預金

の払戻による収入１億７百万円、保険積立金の解約による収入42百万円等の増加要因があったものの、少数株主か

らの子会社株式取得による支出２億64百万円、有形固定資産の取得による支出１億60百万円等の減少要因があった

為であります。
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　③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果、減少した資金は２億99百万円(前年同期は２億53百万円の減少)となりました。これは主に配当

金の支払２億57百万円によるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　アイルランドで新剤形の開発を手掛けているFREUND PHARMATEC LTD.は、設立５年目を迎え業績への寄与が遅れて

おり、引き続き優先して取り組むべき経営課題と位置付けております。

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2億75百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年10月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,200,000 9,200,000

東京証券取引所

JASDAQ

(スタンダード)

単元株式数100株

計 9,200,000 9,200,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年6月１日～

平成27年8月31日
　－ 9,200,000 　　－ 1,035,600 　－ 1,282,890
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（６）【大株主の状況】

  平成27年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

伏島　靖豊 東京都豊島区 926 10.07

㈱エフ・アイ・エル 東京都新宿区大久保1-3-21 824 8.96

日本マスタートラスト信託銀行㈱(信

託口)
東京都港区浜松町2-11-3 545 5.93

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 430 4.68

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 372 4.04

㈱大川原製作所 静岡県榛原郡吉田町神戸1235 336 3.66

日本トラスティ・サービス信託銀行

㈱(信託口)
東京都中央区晴海1-8-11 317 3.45

フロイント従業員持株会 東京都新宿区大久保1-3-21 256 2.79

㈱静岡銀行（常任代理人日本マス

タートラスト信託銀行㈱）

静岡県静岡市葵区呉服町1-10

（東京都港区浜松町2-11-3）
184 2.00

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内2-1-1 180 1.96

計 － 4,373 47.54

（注）　上記のほか自己株式が、577千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】
 

平成27年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　577,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,619,800 86,198 －

単元未満株式(※) 普通株式　　　2,500 － －

発行済株式総数 9,200,000 － －

総株主の議決権 － 86,198 －

(※)「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

 

②【自己株式等】
 

平成27年８月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フロイント産業㈱
東京都新宿区大久

保1-3-21
577,700 － 577,700 6.28

計 － 577,700 － 577,700 6.28

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平

成27年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年３月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,870,566 4,640,600

受取手形及び売掛金 ※ 5,266,889 4,384,519

電子記録債権 5,578 149,477

商品及び製品 296,478 417,138

仕掛品 931,971 1,966,285

原材料及び貯蔵品 543,437 496,675

前払費用 120,830 108,741

繰延税金資産 256,424 304,530

その他 527,353 480,310

貸倒引当金 △37,370 △37,959

流動資産合計 12,782,160 12,910,319

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,084,608 1,275,715

土地 1,330,712 1,331,063

その他（純額） 988,415 693,844

有形固定資産合計 3,403,736 3,300,624

無形固定資産   

のれん - 88,362

その他 146,911 127,738

無形固定資産合計 146,911 216,100

投資その他の資産   

繰延税金資産 137,768 135,167

その他 812,272 805,768

貸倒引当金 △5,400 △5,400

投資その他の資産合計 944,640 935,536

固定資産合計 4,495,288 4,452,261

資産合計 17,277,448 17,362,580

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 1,833,333 2,251,550

電子記録債務 ※ 953,608 670,926

未払法人税等 332,544 212,659

前受金 1,242,586 1,978,768

賞与引当金 233,683 160,062

役員賞与引当金 59,000 52,500

その他 772,480 554,872

流動負債合計 5,427,236 5,881,339

固定負債   

退職給付に係る負債 187,425 179,369

負ののれん 18,862 14,964

資産除去債務 15,555 15,710

その他 448,129 420,790

固定負債合計 669,973 630,835

負債合計 6,097,209 6,512,174
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,035,600 1,035,600

資本剰余金 1,280,522 1,280,522

利益剰余金 8,816,001 8,678,190

自己株式 △201,313 △201,313

株主資本合計 10,930,810 10,792,998

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 34,183 54,026

為替換算調整勘定 34,187 14,480

退職給付に係る調整累計額 △11,208 △11,101

その他の包括利益累計額合計 57,162 57,406

少数株主持分 192,266 -

純資産合計 11,180,239 10,850,405

負債純資産合計 17,277,448 17,362,580
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

売上高 7,371,922 7,697,419

売上原価 5,201,333 5,266,419

売上総利益 2,170,589 2,431,000

販売費及び一般管理費 ※ 2,069,510 ※ 2,232,108

営業利益 101,078 198,892

営業外収益   

受取利息 573 742

受取技術料 5,957 9,916

保険解約返戻金 13,570 17,238

為替差益 4,709 5,482

負ののれん償却額 3,897 3,897

その他 16,234 18,116

営業外収益合計 44,942 55,394

営業外費用   

支払利息 2,419 1,934

貸倒引当金繰入額 1,425 -

その他 1,095 122

営業外費用合計 4,939 2,056

経常利益 141,081 252,229

特別利益   

固定資産売却益 2,360 859

特別利益合計 2,360 859

特別損失   

固定資産売却損 375 -

固定資産除却損 2,247 3,236

特別損失合計 2,622 3,236

税金等調整前四半期純利益 140,819 249,853

法人税等 104,720 132,951

少数株主損益調整前四半期純利益 36,098 116,901

少数株主損失（△） △5 △6,738

四半期純利益 36,104 123,639
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 36,098 116,901

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,781 19,843

為替換算調整勘定 △107,636 △16,797

退職給付に係る調整額 － 107

その他の包括利益合計 △104,854 3,153

四半期包括利益 △68,755 120,055

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △62,919 123,883

少数株主に係る四半期包括利益 △5,836 △3,828
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 140,819 249,853

減価償却費 153,743 163,759

賞与引当金の増減額（△は減少） △33,495 △73,932

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40,000 △6,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,221 －

受取利息及び受取配当金 △4,220 △4,532

支払利息 2,419 1,934

為替差損益（△は益） △4,872 △6,167

有形固定資産売却損益（△は益） △1,984 △859

保険解約損益（△は益） △13,570 △17,238

売上債権の増減額（△は増加） △112,170 743,475

たな卸資産の増減額（△は増加） △657,749 △1,045,469

その他の資産の増減額（△は増加） △216,671 65,967

仕入債務の増減額（△は減少） △56,950 165,756

前受金の増減額（△は減少） 344,079 716,863

その他の負債の増減額（△は減少） △424 △179,994

その他 △1,498 △506

小計 △508,769 772,408

利息及び配当金の受取額 4,220 4,532

利息の支払額 △2,419 △1,934

法人税等の還付額 24,999 10,245

法人税等の支払額 △164,016 △313,147

営業活動によるキャッシュ・フロー △645,985 472,104

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △212,336 －

定期預金の払戻による収入 196,588 107,280

有形固定資産の取得による支出 △111,255 △160,877

有形固定資産の売却による収入 666 －

無形固定資産の取得による支出 △14,441 △955

投資有価証券の取得による支出 △1,041 △1,107

少数株主からの子会社株式取得による支出 － △264,189

保険積立金の積立による支出 △4,171 △1,242

保険積立金の解約による収入 43,118 42,940

差入保証金の差入による支出 △3,456 －

差入保証金の回収による収入 19,853 100

預り保証金の返還による支出 △285 －

資産除去債務の履行による支出 △22,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △108,761 △278,051
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △32,762 △31,279

配当金の支払額 △215,217 △257,883

少数株主への配当金の支払額 △5,801 △10,615

自己株式の取得による支出 △44 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △253,826 △299,778

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,970 6,024

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,027,544 △99,700

現金及び現金同等物の期首残高 4,107,398 4,548,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,079,854 ※ 4,448,478

 

EDINET提出書類

フロイント産業株式会社(E01706)

四半期報告書

15/24



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

　第１四半期連結会計期間よりFREUND INTERNATIONAL,LTD.は、FREUND-VECTOR CORPORATIONを存続会社とする吸収

合併を行ったことにより、連結の範囲から除外しております。
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（会計方針の変更等）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間を基に算定した単一の割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が4,112千円増加し、利益剰余金が2,782千

円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用しており

ます。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日をもって決済処理を

しております。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形及

び電子記録債務が連結会計年度末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年８月31日）

受取手形 30,359千円 －千円

支払手形 56,640 －

電子記録債務 147,516 －

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年３月１日

　　至 平成26年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日

　　至 平成27年８月31日）

給与手当 531,036千円 580,685千円

賞与引当金繰入額 97,152 109,319

役員賞与引当金繰入額 25,000 52,500

退職給付費用 25,877 26,403

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年８月31日）

現金及び預金勘定 3,567,122千円 4,640,600千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △487,268 △192,122

現金及び現金同等物 3,079,854 4,448,478

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年８月31日）

配当金支払額

 （決議）  株式の種類
 配当金の総額

（千円）

 １株当たり配

当額（円）
 基準日  効力発生日 配当の原資

平成26年５月29日

定時株主総会
 普通株式 215,557 25  平成26年２月28日  平成26年５月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年８月31日）

配当金支払額

 （決議）  株式の種類
 配当金の総額

（千円）

 １株当たり配

当額（円）
 基準日  効力発生日 配当の原資

平成27年５月28日

定時株主総会
 普通株式 258,668 30  平成27年２月28日  平成27年５月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自平成26年３月１日　至平成26年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 機械部門 化成品部門 計
調整額
(注1)

四半期連結損
益計算書計上

額(注2)

売上高      

（1）外部顧客への売上高 4,043,786 3,328,135 7,371,922 － 7,371,922

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 4,043,786 3,328,135 7,371,922 － 7,371,922

セグメント利益 125,290 193,240 318,531 △217,452 101,078

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△217,452千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

３．地域に関する情報

売上高

　当社では、「四半期財務諸表に関する会計基準」で要求される開示に加え、財務諸表利用者に有用な情報を提供す

るため、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」等に基づく地域に関する情報(売上高)を開示しております。

 

日本(千円) 北米(千円) 欧州(千円) その他(千円) 計(千円)

5,871,277 696,989 109,814 693,840 7,371,922

（注） １．売上高は顧客の所在地を基礎として、国又は地域に分類しております。

２．本邦以外の地域区分は、地理的近接及び事業活動との相互関連性を勘案して決定しており、各区分に属する

主な国又は地域は、次のとおりであります。

(1）北米　………米国、カナダ

(2）欧州　………フランス、英国等

(3）その他………中南米、アジア等
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自平成27年３月１日　至平成27年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 機械部門 化成品部門 計
調整額
(注1)

四半期連結損
益計算書計上

額(注2)

売上高      

（1）外部顧客への売上高 4,992,672 2,704,747 7,697,419 - 7,697,419

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
- - - - -

計 4,992,672 2,704,747 7,697,419 - 7,697,419

セグメント利益 152,314 219,599 371,913 △173,021 198,892

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△173,021千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　機械部門において、当第２四半期連結会計期間にFREUND-VECTOR CORPORATIONの株式を少数株主より取得

し、完全子会社化したことにより、のれんが88,362千円発生しております。

 

３．地域に関する情報

売上高

　当社では、「四半期財務諸表に関する会計基準」で要求される開示に加え、財務諸表利用者に有用な情報を提供す

るため、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」等に基づく地域に関する情報(売上高)を開示しております。

 

日本(千円) 北米(千円) 中南米(千円) 欧州(千円) その他(千円) 計(千円)

6,044,122 559,743 257,341 331,564 504,647 7,697,419

（注） １．売上高は顧客の所在地を基礎として、国又は地域に分類しております。

２．本邦以外の地域区分は、地理的近接及び事業活動との相互関連性を勘案して決定しており、各区分に属する

主な国又は地域は、次のとおりであります。

　なお、前連結会計年度末より、管理区分の見直しに伴い、従来の「その他」を「中南米」および「その他」に

分割しております。

(1）北米　………米国、カナダ

(2）中南米………ブラジル等

(3）欧州　………フランス、英国等

(4）その他………アジア等
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（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

 

（デリバティブ取引関係）

 デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

 

（企業結合等関係）

　共通支配下の取引等

子会社株式の追加取得

１．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及びその事業内容

　　結合当事企業の名称　　　　　　FREUND-VECTOR CORPORATION (アメリカ合衆国　アイオワ州)

　　事業の内容　　　　　　　　　　粉粒体機械装置の製造販売

(2) 企業結合日(みなし取得日)　　　平成27年６月30日

(3) 企業結合の法的形式　　　　　　少数株主からの株式取得による完全子会社化

(4) 結合後企業の名称　　　　　　　変更ありません。

(5) 取引の目的を含む取引の概要

　グループ経営を一段と強化するため、少数株主が保有する株式を取得したものであります。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日公表分）に基づ

き、共通支配下の取引等のうち少数株主との取引として処理しております。

３．子会社株式の追加取得に関する事項

(1) 取得原価及びその内訳

 取得の対価　　　現金及び預金　　　　　264,189千円

 取得原価　　　　　　　　　　　　　　　264,189千円

(2) 発生したのれん又は負ののれんに関する事項

 ①発生したのれんの金額　　88,362千円

 ②のれんの発生原因

 追加取得した子会社株式の取得原価が、追加取得により減少する少数株主持分を上回ることにより発生

したものであります。

 ③償却期間及び償却方法　　５年間の均等償却
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 4円19銭 14円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 36,104 123,639

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 36,104 123,639

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,622 8,622

（注）　潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年10月８日

フロイント産業株式会社
 

　取締役会　御中
 

 
 

新日本有限責任監査法人

 

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 

 

 

 

 

　　公認会計士　　　神山　宗武　　　印

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 

 

 

 

 

　　公認会計士　　　毛利　篤雄　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフロイント産業

株式会社の平成27年３月１日から平成28年２月29日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年６月１日か

ら平成27年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年３月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フロイント産業株式会社及び連結子会社の平成27年８月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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